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１月１日現在の人口・世帯数　　
　　　　　１２５，２１９人・４８，７９７世帯

第608号

　

ガ
ラ
ス
工
芸
作
家
の
山
口
さ
ん

は
、
こ
の
道
に
入
っ
て
か
ら
約
三
十

年
。
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
に
何
度
も
入

選
し
て
い
る
、
日
本
を
代
表
す
る
芸

術
家
の
一
人
で
す
。

　

型
を
用
い
ず
、
金
ば
し
や
補
助
器

具
を
使
っ
て 
宙  
空 
で
成
形
す
る

ち
ゅ
う 
く
う

「 
宙  
吹 
」と
い
う
技
法
で
作
品
を
作

ち
ゅ
う 
ぶ
き

り
ま
す
。
千
度
以
上
の
溶
け
た
ガ
ラ

ス
素
地
を
吹
竿
に
巻
き
取
り
、
息
を

吹
き
込
ん
で
成
形
し
て
い
く
様
子

は
、
ま
さ
に
生
命
を
吹
き
込
む
感
じ

で
す
。

　

自
然
を
対
象
と
し
て
い
る
山
口
さ

ん
の
作
品
に
は
、出
身
地
鹿
児
島
県
の

　　  お問い合わせ専用電話

�０４６（２５２）７００７
開設期間／平成１２年３月３１日（金）まで
（土曜・日曜日、祝日を除く）
開設時間／午前１０時～正午・午後１時～３時

介護保険ホットライン
〈総合相談〉

市
教
育
委
員
会
で
は
、
今
月
三
日
か
ら
六

日
ま
で
市
民
文
化
会
館
（
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー

ル
座
間
）
に
お
い
て
「
伝
統
工
芸
展
〜
郷
土

ゆ
か
り
の
作
家
た
ち
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ

れ
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
優
れ
た
芸
術
に
ふ

れ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
郷
土
ゆ
か
り
の
作
家

の
作
品
を
展
示
す
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
こ
の
工
芸
展
に
出
展
し
て
い
た

だ
く
市
内
在
住
の
ガ
ラ
ス
工
芸
作
家
山
口

浩
二
さ
ん
（
ひ
ば
り
が
丘
三
丁
目
）
と
、
染

織
作
家
間
淵
朝
美
さ
ん
（
相
模
が
丘
五
丁

目
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

身
近
な
作
家
の

身 
近
な 
作
家 
の

作
品
が

  
作
品 
が 
待
って
い
ま
す

待 って
い
ま
す

ガ
ラ
ス
工
芸
に
魅
せ
ら
れ
て

桜
島
の
力
強
い
噴
火
や
日
差
し
に
輝

く
錦
港
湾
の
波
な
ど
が
、
モ
チ
ー
フ

と
し
て
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ガ
ラ
ス
は
素
直
で
、
そ
の
人
の
気

持
ち
が
そ
の
ま
ま
写
し
出
さ
れ
、
さ

ま
ざ
ま
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
る
と

の
こ
と
。
表
現
し
た
い
も
の
に
少
し

で
も
近
づ
く
よ
う
、
日
々
努
力
を
重

ね
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

今
回
の
工
芸
展
で
注
目
し
て
ほ
し

い
点
を
お
尋
ね
す
る
と
「
ガ
ラ
ス
の

持
つ
美
し
さ
や
繊
細
さ
な
ど
、
そ
の

魅
力
を
感
じ
取
っ
て
も
ら
え
る
と
う

れ
し
い
で
す
。」と
話
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

染
織
作
家
の
間
淵
さ
ん
は
、
十

九
歳
か
ら
機
織
り
を
始
め
、
現
在

で
は
染
色
か
ら
整
織
ま
で
を
一
人

で
手
掛
け
て
い
ま
す
。ま
た
、座
間

は
た
織
り
愛
好
会
の
メ
ン
バ
ー
と

し
て
、
東
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
機
織
り
の
指
導
も
し
て
い
ま

す
。

　

十
年
ほ
ど
前
か
ら
は
、
明
治
時

代
に
は
盛
ん
だ
っ
た
も
の
の
、
戦

後
に
織
り
手
の
い
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
「
風
通
絣
織
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
書
籍
な
ど
を
手
掛

か
り
に
独
学
で
試
行
錯
誤
し
た

末
、
約
三
年
か
か
っ
て
織
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で

す
。
風
通
絣
織
は
、
独
特
の
織
機

を
使
っ
て
織
る
二
重
織
り
の
一
種

で
、
織
り
な
が
ら
絣
柄
を
作
る
こ

復
活
し
た
風
通
絣
織

ふ
う 
つ
う 
か
す
り 
お
り

と
が
で
き
、
一
枚
の
布
の
中
に
三

十
種
類
も
の
柄
を
織
り
出
す
こ
と

が
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

今
回
の
工
芸
展
で
は
、
こ
の
風

通
絣
織
に
こ
だ
わ
っ
た
作
品
の
展

示
を
す
る
と
の
こ
と
。
間
淵
さ
ん

は「
機
織
り
を
知
ら
な
い
人
に
も
、

色
や
柄
の
面
白
さ
と
と
も
に
、
こ

ん
な
織
り
方
も
あ
る
の
か
と
感
じ

て
ほ
し
い
で
す
。」と
お
話
し
し
て

い
ま
し
た
。

　

あ
な
た
も
二
月
三
日
か
ら
の
伝

統
工
芸
展
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
身

近
な
工
芸
作
家
た
ち
の
作
品
を
、

間
近
に
感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。

担
当　
　
　
　
　
　

生
涯
学
習
課

�
０
４
６（
２
５
２
）８
４
７
６

�
０
４
６（
２
５
２
）４
３
１
１

勤
務
先
の　

ノ
リ
タ
ケ

（株）

ク
リ
ス
タ
ル
で
作
業
す

る
山
口
さ
ん

宙
吹
技
法
で
作
ら
れ
た
作
品

「
グ
ラ
ン
ブ
ル
ー
�
」

自分で改良した織機を使う間淵さん

○と　き　２月３日（木）～６日（日）
　　　　　午前９時～午後４時
○ところ　市民文化会館（ハーモニーホール座間）
　　　　　１階ギャラリー
○入　場　無料

風通絣織を使った着物「水面」

伝統工芸展
開催案内

伝
統
工
芸
展
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平成１０年度平成９年度平成８年度平成７年度平成６年度

３，６１３，６０３３，７１４，９６４３，８００，１７５３，７３３，７４９３，４４６，８８２市債（一般会計）

２，６５４，０８８２，５４４，８５８２，３８２，５８５２，１８７，２０３２，００８，２７５公共下水道事業
特 別 会 計

４３５，９８６５２２，６１１５８２，９３２６３２，０４９６２１，８５０土地開発公社

２９，２７８１０３，８４７１２４，３６２大 蔵 省

１３１，０７７１５０，１７２１６５，２３４７５，４６７神奈川県企業庁

６，８３４，７５４６，９３２，６０５６，９６０，２０４６，７３２，３１５６，２０１，３６９　合　　 計　

主な財
産の

市

……基　金……

３９億８，１９７万円

…有価証券等…

２億３，２３９万円

…土地・山林…

８１１，４３８�

……建　物……

２５２，７９８�
そ　の　他�

市　　　債�

繰　越　金�

繰　入　金�

県　支　出　金�

国庫支出金�

地方消費税�
交　付　金�

地方交付税�

市　　　税�

５�１０�１５�２０�２５�３０�３５�４０�４５�５０� ８０�１３０�１８０�
億円�

２４億３，６３５万円（８．１％）�
２７億　　１３万円（９．２％）�

８億４，６８２万円（２．８％）�
８億９，８３８万円（３．１％）�

  ９億３，５６１万円（３．１％）�
１４億６，７０６万円（５．０％）�

１１億６，１１４万円（３．９％）�
１１億３，３３６万円（３．９％）�

２３億６，１０８万円（７．８％）�
１８億４，８７７万円（６．３％）�

１０億　４７５万円（３．３％）�
  ２億３，７９４万円（0．８％）�

３０億　  ６３万円（１０．０％）�
２２億９，３９２万円（７．８％）�

１１億２，０３０万円（３．７％）�
  ９億３，７５０万円（３．２％）�

１７２億５，５６１万円（５７．３％）�
１７８億　４１４万円（６０．７％）�

平成１０年度　３０１億２，２２９万円�
平成 ９ 年度　２９３億２，１２０万円�
�

目的別歳入構成比推移

構成比（％）金額（万円）内　　　　　訳区分

２８．７
１０．８
１．９
１３．２
８．８

８３３，２８５
３１４，６５９
５３，６２０
３８４，３５０
２５６，６０８

人 件 費
物 件 費
維 持 補 修 費
扶 助 費
補 助 費 等

消
費
的
経
費

６３．４１，８４２，５２２小　　　　　計

１０．０２９０，８６７普通建設事業費
投
資
的
経
費 １０．０２９０，８６７小　　　　　計

１２．８
３．８
１．０
９．０

３７３，１０１
１０９，０９４
２７，７３０
２６２，８２８

公 債 費
積 立 金
投資及び出資金・貸付金
繰 出 金

そ　

の　

他 ２６．６７７２，７５３小　　　　　計

１００．０２，９０６，１４２合　　　　　　　計

教育債�
１９２億１，５２８万円�
（５３．２％）�

公営住宅・庁舎債�
５８億４，０３５万円�

（１６．２％）�

臨時税収・住民税�
減税補てん債�
５６億７，９５２万円�
（１５．７％）�

土木債�
３３億７，１８９万円�
　　　（９．３％）�

総務債�
７億７，７３０万円（２．１％）�

その他�
１２億５，１６９万円�
（３．５％）�
�

　市債とは、市が行う建設的な事業で一時に多額�
の資金が必要なときの財源調達方法の一つで、長�
期にわたる借入金をいいます。�

総　額��
３６１億３，６０３万円�

平成１０年度末一般会計市債残高

構成比（％）金額（万円）内　　　　訳区分

５７．３
１．６
１．３
０．３
０．０
３．１
２．８
１．９

１，７２５，５６１
４７，２３３
４０，２５９
７，５５７
１，１７６
９３，５６１
８４，６８２
５６，９２５

市 税
分担金及び負担金
使用料及び手数料
財 産 収 入
寄 附 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入

自　
主　
財　
源

６８．３２，０５６，９５４小　　　　計

０．８
０．４
３．３
０．０
１．１

１０．０
０．１
７．８
３．９
３．７

２４，１７４
１３，１５７
１００，４７５
７８７

３１，３８２

３００，０６３
２，８１１
２３６，１０８
１１６，１１４
１１２，０３０

地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
地方消費税交付金
特別地方消費税交付金
自動車取得税交付金
国有提供施設等所在市町村
助 成 交 付 金 等
地 方 交 付 税
交通安全対策特別交付金
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
市 債

依　
存　
財　
源

３１．７９５５，２７５小　　　　計

１００．０３，０１２，２２９合　　　　　　　計

市税収入は市民１人当たり

１４０  ，  ７３８円
性質別歳出内訳

自主・依存財源別歳入内訳

負債額の推移 （単位：万円）

特
別
会
計

《
歳
入
総
額
》

六
十
二
億
四
千
四
十
六
万
円

《
歳
出
総
額
》

六
十
二
億
三
千
八
十
七
万
円

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
民
健

康
保
険
税
二
十
五
億
四
千
六
百
三

十
八
万
円
、
国
庫
支
出
金
十
七
億

千
二
百
七
十
六
万
円
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
七
億
千
百
十
八
万

円
な
ど
で
、前
年
度
に
比
べ
六
・
五

パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
国
民
健
康
保
険
税

は
、歳
入
総
額
の
四
〇
・
八
パ
ー
セ

ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
医

療
費
な
ど
の
保
険
給
付
費
四
十
二

億
千
六
百
九
十
四
万
円
、
老
人
保

健
拠
出
金
十
五
億
五
千
四
百
八
万

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
一
二
・
〇

パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
歳
出
総
額
を
被
保
険

国
民
健
康
保
険

者
一
人
当
た
り
で
見
る
と
十
八
万

四
千
四
百
九
十
八
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
左
上
グ
ラ
フ
参
照
）

担
当　
　
　
　
　
　

国
保
年
金
課

�
０
４
６（
２
５
２
）７
０
０
３

《
歳
入
総
額
》

五
十
二
億
四
千
六
百
八
十
四
万
円

《
歳
出
総
額
》

五
十
二
億
四
千
六
百
八
十
三
万
円

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
支
払
基

金
交
付
金
三
十
四
億
千
二
百
七
十

九
万
円
、
国
・
県
支
出
金
十
三
億

四
千
六
百
十
万
円
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
三
億
九
千
二
百
五
十

八
万
円
の
ほ
か
、
繰
越
金
九
千
四

百
二
十
九
万
円
な
ど
で
、
前
年
度

に
比
べ
八
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
歳
出
は
、
五
十
一
億
二
千

七
百
九
十
七
万
円
が
医
療
費
に
充

て
ら
れ
て
お
り
、
歳
出
総
額
の
九

七
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
医
療
受
給
者
の
年

老
人
保
健

間
月
平
均
者
数
は
七
千
七
十
八
人

で
、
前
年
度
に
比
べ
三
百
七
十
九

人
（
五
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
増
で
、

歳
出
総
額
を
被
保
険
者
（
医
療
受

給
者
年
間
月
平
均
者
数
）
一
人
当

た
り
で
見
る
と
七
十
四
万
千
二
百

八
十
六
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
左

中
グ
ラ
フ
参
照
）

担
当　
　
　
　
　
　

市
民
健
康
課

�
０
４
６（
２
５
２
）７
２
１
３

《
歳
入
総
額
》

五
十
六
億
三
千
四
百
三
万
円

《
歳
出
総
額
》

四
十
八
億
千
三
百
二
十
一
万
円

　

公
共
下
水
道
は
、
都
市
整
備
基

盤
施
設
と
し
て
昭
和
四
十
七
年
度

に
計
画
決
定
さ
れ
て
以
来
、
事
業

認
可
の
拡
大
を
図
り
つ
つ
整
備
を

進
め
、
平
成
十
年
度
の
整
備
面
積

六
十
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
加
え
た
整

備
済
面
積
は
九
百
二
十
一
・
五
八

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
事
業
認
可
区
域

（
千
九
十
四
・
八
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

公
共
下
水
道

建設費�
２３億４，９０４万円�
（４８．８％）�公債費�

１８億３，０５６万円�
（３８．０％）�

総務費６億３，３６１万円�
（１３．２％）�

国庫支出金�
４億２，９１０万円�
（７．６％）�

県支出金�
６５８万円�
（０．１％）�

繰入金�
１５億６，０００万円�
（２７．７％）�

繰越金�
５億４，５５７万円（９．７％）�

諸収入�
３億７，９５１万円�
（６．７％）�

市債�
１７億５，１７０万円�
（３１．１％）�

使用料及び手数料�
９億６，１５７万円�
（１７．１％）�

歳　入�
５６億３，４０３万円�

歳　出�
４８億１，３２１万円�

支払基金�
３４億１，２７９万円�
（６５．０％）�

国庫支出金�
１０億７，４６６万円�
　　　（２０．５％）�

繰入金�
３億９，２５８万円�
（７．５％）　�

県支出金�
２億７，１４４万円（５．２％）�

繰越金９，４２９万円（１．８％）�
諸収入�
１０８万円�
（０．０％）�

医療諸費�
５１億４，６７２万円�
（９８．１％）�

諸支出金１億１０万円（１．９％）�

歳　出�
５２億４，６８２万円�

歳　入�
５２億４，６８４万円�

歳　入�
６２億４，０４６万円�

保険給付費�
４２億１，６９４万円�
（６７．７％）�

老人保健拠出金�
１５億５，４０８万円�
　　（２４．９％）�

総務費�
１億５，６６０万円�
（２．５％）　　�

その他�
３億３２５万円（４．９％）�

国民健康保険税�
２５億４，６３８万円�
（４０．８％）�

国庫支出金�
１７億１，２７６万円�
（２７．５％）�

療養給付費交付金�
８億６，０８９万円�
（１３．８％）�

繰入金�
７億１，１１８万円�
　　　　（１１．４％）�

その他�
４億９２５万円�
　　　（６．５％）�

歳　出�
６２億３，０８７万円�

国民健康保険

老 人 保 健

公共下水道

に
対
す
る
整
備
率
は
八
四
・
二

パ
ー
セ
ン
ト
。
都
市
計
画
決
定
面

積（
千
二
百
五
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

で
は
、七
三
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
整

備
率
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
十
五
億
六
千
万

円
、
国
・
県
支
出
金
四
億
三
千
五

百
六
十
八
万
円
、
市
債
の
十
七
億

五
千
百
七
十
万
円
な
ど
と
な
っ
て

お
り
、前
年
度
に
比
べ
五
・
九
パ
ー

セ
ン
ト
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
歳
出
は
、
下
水
道
建
設
費

が
二
十
一
億
五
千
八
百
六
十
三
万

円
、
相
模
川
流
域
下
水
道
事
業
の

負
担
金
五
億
三
千
五
十
四
万
円
、

市
債
の
償
還
金
十
八
億
三
千
五
十

六
万
円
が
主
な
支
出
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
整
備
面
積

の
拡
大
を
図
る
た
め
に
自
主
財
源

の
確
保
は
も
と
よ
り
計
画
的
整

備
、
効
率
的
投
資
を
行
っ
て
参
り

ま
す
。（
左
下
グ
ラ
フ
参
照
）

担
当　
　
　
　
　

下
水
道
管
理
課

�
０
４
６（
２
５
２
）８
５
４
１

１８，１７４　   　　　０．６

構
造
に
弾
力
性
が
あ
る
）
は
、
現

下
の
厳
し
い
不
況
の
中
八
七
・
四

パ
ー
セ
ン
ト
で
前
年
度
に
比
べ

一
・
一
ポ
イ
ン
ト
の
上
昇
と
な
り
、

依
然
と
し
て
高
い
数
値
を
示
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
市
の
負
債
は
、

道
事
業
会
計
を
除
く
）
は
、
六
百

八
十
三
億
四
千
七
百
五
十
四
万
円

と
前
年
度
に
比
べ
九
億
七
千
八
百

五
十
一
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

長
期
化
す
る
景
気
低
迷
の
中
、
多

様
化
す
る
行
政
需
要
に
こ
た
え
る

一
般
会
計
が
三
百
六
十
一
億
三
千

六
百
三
万
円
、
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
が
二
百
六
十
五
億
四
千

八
十
八
万
円
、
市
土
地
開
発
公
社

の
借
入
金
が
四
十
三
億
五
千
九
百

八
十
六
万
円
で
、
負
債
総
額
（
水

た
め
、
長
期
的
展
望
に
立
ち
、
健

全
な
る
財
政
運
営
を
進
め
て
参
り

ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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■歳入（収入）■
３０１億２，２２９万円一　 般　 会　 計

６２億４，０４６万円国民健康保険事業特別会計

５２億４，６８４万円老 人 保 健 特 別 会 計

５６億３，４０３万円公共下水道事業特別会計

２２億１，８５４万円水 道 事 業 会 計

４９４億６，２１６万円総　　　　合　　　　計

■歳出（支出）■
２９０億６，１４２万円一　 般　 会　 計

６２億３，０８７万円国民健康保険事業特別会計

５２億４，６８２万円老 人 保 健 特 別 会 計

４８億１，３２１万円公共下水道事業特別会計

２７億４，５４１万円水 道 事 業 会 計

４８０億９，７７３万円総　　　　合　　　　計

目的別歳出構成比推移�

消　防　費�

公　債　費�

教　育　費�

消　防　費�

土　木　費�

商　工　費�

労　働　費�

農　　林�
水産業費�

衛　生　費�

民　生　費�

総　務　費�

議　会　費�

５�１０�１５�２０�２５�３０�３５�４０�４５�５０�５５� 6560 70 75 80 億円�

３７億３，１０２万円（12．８％）�
３４億７，７１４万円（１２．２％）�

１６億６，８１６万円（５．７％）�
１６億７，９５３万円（５．９％）�

４３億６，１１６万円（１５．０％）�
４４億６，５０２万円（１５．７％）�

３５億１，５００万円（１２．１％）�
３３億２，０２１万円（１１．７％）�

３億４，４０１万円（１．２％）�
２億１，２５１万円（０．７％）�

１億２，８５４万円（０．５％）�
１億２，９４４万円（０．５％）�

１億５，５２３万円（０．５％）�
１億５，５２４万円（０．５％）�

３７億１，３９９万円（１２．８％）�
３４億５，５０９万円（１２．１％）�

６４億５，７７２万円（２２．２％）�
６２億   545万円（２１．８％）�

４４億８，６８９万円（１５．４％）�
４８億３，４６９万円（１７．０％）�

３億４，０４６万円（１．２％）�
３億３，７２３万円（１．２％）�

諸支出金� １億５，９２４万円（０．６％）�２億   ２８３万円（０．７％）�

平成１０年度　２９０億６，１４２万円�

平成 ９ 年度　２８４億７，４３８万円�

�

平
成
十
年
度
決
算
報
告

歳
入
総
額
は
四
百
九
十
四
億
円

　

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
市
の
財
政
状
況
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
年
三
回
財
政
状
況
の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

平
成
十
一
年
十
二
月
定
例
市
議
会
で
認
定
を
受
け
ま
し
た
平
成
十
年

度
の
決
算
内
容
に
つ
い
て
、
一
般
会
計
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
特
別
会
計
の
詳
細
は
三
面
で
、
水
道
事
業
会
計
は
昨
年
十

一
月
十
五
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
で
す
。

担
当　

財
政
課　

�
０
４
６（
２
５
２
）８
４
０
４

�
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

一

計

般
会

議会費

３億４，０４６万円
市民１人当たり ２，７７７円

労働費

１億５，５２３万円
市民１人当たり　　　　１，２６６円

生活資金等貸出金一般預託事業費 ７，７００万円

勤労者生活資金貸付事業費 ３，４０１万円

勤労者住宅資金利子補助事業費 ３，２７９万円

その他７事業 １，１４３万円

１６億６，８１６万円
市民１人当たり
　　１３，６０６円

地域防災無線整備事業費 ８，１５９万円

消防本部施設維持補修事業費 ５，９００万円

備蓄品等整備経費 ４，６０４万円

消防団組織編成事業費 ４，５９８万円

署消防車輌整備事業費 ２，９１４万円

その他３５事業 １４億　６４１万円

農林水産業費

１億２，８５４万円
市民１人当たり　　　　１，０４８円

農業委員関係経費 １，２７３万円

農道等管理事業費 １，１１０万円

その他１７事業 １億　４７１万円

消防費

４３億６，１１６万円

市民１人当たり　　  ３５，５７０円

公共下水道事業特別会計繰出金 

１５億６，０００万円

座間南林間線道路改良事業費

 ４億４，３６３万円

市道１５号線道路改良事業費 ３億１，４４２万円

公園等維持管理運営経費 １億４，９８８万円

市道５３号線道路改良事業費 １億２，０４０万円

遊水池施設管理事業費 １億１，４９４万円

公園緑地事業費 ９，５７７万円

体育施設整備事業費 ８，２４４万円

道路舗装補修事業費 ７，２３０万円

その他７５事業 １４億　７３８万円

土木費

４４億８，６８９万円
市民１人当たり　　３６，５９５円

財政調整基金積立金 ４億７，０６２万円

市庁舎維持管理事業費 ２億９，６４１万円

電子計算業務費 １億４，９６５万円

ふれあい会館建物取得事業費 ８，３７１万円

コミュニティセンター管理運営経費   ７，５５６万円

資産税関係管理経費 ５，４３３万円

精算返還金及び市税外過誤納還付金 

４，６９４万円

その他１２２事業 ３３億９６７万円

総務費

６４億５，７７２万円
市民１人当たり　　５２，６７０円

生活保護法定扶助事業費 ７億９，６５５万円

国民健康保険事業特別会計繰出金

 ５億３，３３０万円

民間保育所措置事業費 ５億２，３８３万円

老人ホーム入所措置事業費５億　  ６７万円

更正施設援護事業費 ２億９，６９０万円

総合福祉センター建設基金積立金 

　　　　　　　　　　　　２億　４８８万円

民間保育所振興費等助成事業費 ２億円

障害者医療費支給事業費 １億９，４８８万円

デイケアサービス運営事業費 １億７，２２６万円

保育所管理運営事業費 １億６，８７２万円

その他９８事業 ２８億６，５７３万円

民生費

３７億１，３９９万円
市民１人当たり　　３０，２９１円

高座清掃施設組合運営費 １３億３，１１３万円

老人保健特別会計繰出金 ３億９，２５８万円

高齢者医療事業費 １億４，５１８万円

広域大和斎場組合関係経費 １億３，０８６万円

基本健康診査事業費 １億１，５１６万円

資源物分別収集事業費 １億１，４８９万円

予防接種事業費　　　　　１億　９４９万円

健康センター建物取得事業費

 １億　７２４万円

リサイクルセンター管理運営事業費 

８，８９４万円

その他６０事業 １１億７，８５２万円

衛生費

中小企業事業資金融資事業費

 １億３，０００万円

地域振興券交付事業費 １億２，３０１万円

その他１４事業 ９，１００万円

　

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
、
三

百
一
億
二
千
二
百
二
十
九
万
円

で
、前
年
度
に
比
べ
二
・
七
パ
ー
セ

ン
ト
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

歳
入
を
財
源
別
に
み
る
と
、
市
税

や
使
用
料
及
び
手
数
料
な
ど
市
独

自
で
得
る
こ
と
の
で
き
る
自
主
財

源
は
、
二
百
五
億
六
千
九
百
五
十

四
万
円
で
歳
入
総
額
の
六
八
・
三

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
の
根
幹
を
な
す
市
税

は
、
前
年
度
に
比
べ
五
億
四
千
八

百
五
十
三
万
円
（
前
年
度
対
比
△

三
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
減
で
、
百

七
十
二
億
五
千
五
百
六
十
一
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
や
県

か
ら
入
る
補
助
金
や
地
方
交
付
税

な
ど
の
依
存
財
源
は
、
九
十
五
億

五
千
二
百
七
十
五
万
円
で
、
歳
入

総
額
の
三
一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

款
別
の
主
な
歳
出
と
し
て
民
生

費
で
は
、
生
活
保
護
法
定
扶
助
事

業
費
七
億
九
千
六
百
五
十
五
万

円
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
繰
出
金
五
億
三
千
三
百
三
十
万

円
、
民
間
保
育
所
措
置
事
業
費
五

億
二
千
三
百
八
十
三
万
円
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。
総
務
費
で
は
、

財
政
調
整
基
金
の
積
立
と
し
て
四

億
七
千
六
十
二
万
円
、
市
庁
舎
維

持
管
理
事
業
費
二
億
九
千
六
百
四

十
一
万
円
、
電
子
計
算
業
務
費
一

億
四
千
九
百
六
十
五
万
円
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
土
木
費
で
は
、

公
共
下
水
道
整
備
推
進
の
た
め
に

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
十
五
億
六
千
万
円
、
都
市

計
画
道
路
の
座
間
南
林
間
線
道
路

改
良
事
業
費
四
億
四
千
三
百
六
十

三
万
円
、
市
道
十
五
号
線
道
路
改

良
事
業
費
三
億
千
四
百
四
十
二
万

円
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
衛
生

費
で
は
、
高
座
清
掃
施
設
組
合
運

営
費
十
三
億
三
千
百
十
三
万
円
、

老
人
保
健
特
別
会
計
繰
出
金
三
億

九
千
二
百
五
十
八
万
円
、
高
齢
者

医
療
事
業
費
一
億
四
千
五
百
十
八

万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
教

育
費
は
、
小
中
学
校
の
施
設
整
備

事
業
費
に
六
億
四
千
七
百
七
十
五

万
円
、
市
民
体
育
館
管
理
運
営
経

費
一
億
七
千
二
百
九
十
三
万
円
、

市
民
文
化
会
館
管
理
運
営
経
費
一

億
三
千
七
百
八
十
一
万
円
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

人
件
費
、
物
件
費
な
ど
の
消
費

的
経
費
は
、
百
八
十
四
億
二
千
五

百
二
十
二
万
円
で
、
前
年
度
に
比

べ
四
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。
財
政
運
営
上
大

き
な
ウ
ェ
ー
ト
を
占
め
る
人
件
費

は
、
人
事
院
勧
告
に
準
じ
た
給
与

改
定
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に
比

べ
一
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
八
十

三
億
三
千
二
百
八
十
五
万
円
。
物

件
費
は
、
介
護
保
険
管
理
経
費
な

ど
の
増
が
あ
り
前
年
度
に
比
べ

六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
三
十
一

億
四
千
六
百
五
十
九
万
円
。
維
持

補
修
費
は
、
経
費
の
節
減
に
よ
り

前
年
度
に
比
べ
三
・
六
パ
ー
セ
ン

ト
減
の
五
億
三
千
六
百
二
十
万

円
。
補
助
費
な
ど
は
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
対
策
で
の
高
座
清
掃
施
設
組

合
運
営
費
の
増
や
地
域
振
興
券
交

付
事
業
な
ど
で
前
年
度
に
比
べ
一

一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
二
十
五

億
六
千
六
百
八
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
十
年
度
の
財
政
状
態
は
、

歳
入
歳
出
を
差
し
引
き
す
る
と
十

億
六
千
八
十
七
万
円
と
な
り
ま
す

が
、
翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
行
う

地
域
振
興
券
交
付
事
業
や
小
学
校

の
耐
震
補
強
工
事
な
ど
の
繰
越
財

源
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額

は
、
七
億
千
五
百
二
十
二
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
財
政
構

造
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
な
る
経
常

収
支
比
率
（
低
い
数
値
ほ
ど
財
政

２３７ ， ０２７円使ったお金は
市民１人当たり

　

歳
出
は
、
事
務
・
事
業
の
見
直

し
、
優
先
順
位
の
厳
し
い
選
択
な

ど「
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
」

を
基
本
方
針
に
複
雑
・
多
様
化
す

る
行
政
需
要
に
対
応
し
、
歳
出
総

額
は
二
百
九
十
億
六
千
百
四
十
二

万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
二
・
一

パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
り
ま
し

た
。
歳
出
の
う
ち
、
投
資
的
経
費

の
普
通
建
設
事
業
費
は
、
二
十
九

億
八
百
六
十
七
万
円
で
前
年
度
に

比
べ
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
と
な
っ

て
お
り
、
債
務
解
消
を
念
頭
に
お

い
た
抑
制
し
た
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

歳　
　

入

歳　
　

出

３億４，４０１万円

市民１人当たり　　  ２，８０６円

商工費

教育費

３５億１，５００万円
市民１人当たり　　　  ２８，６６９円

中学校施設整備事業費　　　 ３億９，３８５万円

小学校施設整備事業費　　　 ２億５，３９０万円

市民体育館管理運営経費　　 １億７，２９３万円

市民文化会館管理運営経費　 １億３，７８１万円

プール管理運営経費 　　　　１億２，５９９万円

その他１６８事業 　　　　　　２４億３，０５２万円

　　　　　　３７億３，１０２万円
市民１人当たり　　　 ３０，４３０円
公債費

借入元金の返済 ２１億３，３９１万円

借入利子の返済 １５億９，７１１万円

市土地開発公社利子補給金

 １億５，９２１万円

市開発公社利子補給金 ３万円

　　　　　１億５，９２４万円

市民１人当たり　　１，２９９円
諸支出金
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�
一
月
一
日
現
在
、
座
間
市
に
居

住
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
。
た
だ
し
、
税
務
署
に
確
定

申
告
書
を
提
出
す
る
方
は
、
市
民

税
・
県
民
税
の
申
告
を
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
給
与
以
外
の
不
動
産
、
配
当
、

雑
所
得
（
年
金
な
ど
）
な
ど
各

種
所
得
が
あ
る
方

◆
給
与
所
得
者
で
あ
っ
て
も
、
勤

務
先
か
ら
市
役
所
に
給
与
支
払

報
告
書
の
提
出
が
な
い
方

◆
給
与
所
得
者
で
、
給
与
所
得
以

外
の
所
得
の
合
計
額
が
二
十
万

円
以
下
の
方

◆
二
カ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払

い
を
受
け
て
い
る
場
合
で
、
確

定
申
告
の
必
要
が
な
い
方

◆
前
年
中
に
退
職
し
再
就
職
し
て

い
な
い
方
で
、
確
定
申
告
を
し

対　　　象と　こ　ろと　　き

市民税・県民税申告
み

※出張申告会場での
談については、税務
や税理士がいませ
で、確定申告の相談
きません。ただし、
て記入済みで完成し
定申告書については
付けいたします。

市 公 民 館
２月２２日（火）
午前９時～１１時
午後１時～３時

東地区文化センター
２月２４日（木）
午前９時～１１時
午後１時～３時

ひばりが丘・小松原
児童館

２月２９日（火）
午前９時～１１時
午後１時～３時

北地区文化センター
３月２日（木）
午前９時～１１時
午後１時～３時

※各会場とも駐車場が狭いため、車でのご来場はご遠慮くださ

　

大
和
税
務
署
で
は
、
土
曜
・
日

曜
日
や
受
け
付
け
時
間
外
に
申
告

書
を
提
出
す
る
方
の
た
め
に
、「
時

間
外
収
受
箱
」
を
正
面
入
り
口
左

側
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
申
告
が
必
要
な
方て

い
な
い
方

◆
雑
損
（
火
災
、
盗
難
な
ど
）、
医

療
費
、
生
命
保
険
な
ど
の
控
除

を
受
け
よ
う
と
す
る
方

◆
税
法
上
の
扶
養
親
族
（
年
齢
に

関
係
な
く
年
間
の
所
得
が
三
十

八
万
円
以
下
）
に
な
っ
て
い
な

い
方

◆
市
外
に
居
住
す
る
方
の
扶
養
親

族
に
な
っ
て
い
る
方

◆
前
年
に
収
入
は
な
か
っ
た
が
、

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方

�
座
間
市
外
に
居
住
し
て
い
る
方

で
、
一
月
一
日
現
在
、
座
間
市
内

に
事
務
所
や
事
業
所
、
家
屋
敷
が

あ
る
方
（
転
勤
な
ど
で
扶
養
者
が

市
外
に
居
住
し
、
妻
子
の
み
市
内

の
家
屋
敷
に
居
住
し
て
い
る
場
合

も
該
当
）

●
申
告
に
必
要
な
も
の

　

確
定
申
告
は
、
納
税
者
本
人
が
そ
の
年
の
所
得
税
を
計

算
し
、
納
税
す
る
申
告
納
税
制
度
で
す
。
ご
自
分
で
正
し

く
作
成
し
、
早
め
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

○
料
理
講
習
会
（
栄
養
表
示
）

▽
と
き
＝
２
月　

日（
木
）午
前　

時

１７

１０

〜
午
後
１
時
▽
と
こ
ろ
＝
市
民
健
康

セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝
生
活
習
慣
病
予

防
食
の
講
習
▽
定
員
＝
先
着　

人
▽

３０

費
用
＝
４
０
０
円
（
材
料
代
）
▽
主

催
＝
食
生
活
改
善
推
進
団
体
ひ
ま
わ

り
会
▽
申
込
方
法
＝
電
話
で
同
会
�

０
４
２（
７
４
６
）４
９
８
６（
関
口
）

へ○
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
講
習
会

▽
と
き
＝
２
月　

日（
日
）午
後
１
時

１３

〜
３
時　

分
▽
と
こ
ろ
＝
相
模
が
丘

３０

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝

４
月
か
ら
着
用
が
義
務
付
け
ら
れ
た

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
使
用

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告

◆
事
業
所
得
（
農
業
を
含
む
）
お

よ
び
不
動
産
所
得
の
あ
る
方

は
、
申
告
書
の
ほ
か
に
青
色
申

告
決
算
書
ま
た
は
収
支
内
訳
書

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
給
与
所
得
者
が
還
付
を
受
け
る

た
め
の
申
告
書
を
提
出
す
る
と

き
は
「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収

票
」
の
ほ
か
、
申
告
内
容
に
応

じ
て
次
に
掲
げ
る
書
類
が
必
要

で
す
。

○
医
療
費
控
除

　

▽
医
療
費
の
領
収
書
（
各
年
分

ご
と
に
集
計
）▽
高
額
療
養
費
、

分
べ
ん
費
な
ど
で
医
療
費
の
補

て
ん
を
受
け
た
金
額
が
分
か
る

も
の

○
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

　

▽
住
民
票
の
写
し
▽
土
地
・
建

物
の
登
記
簿
謄
本
ま
た
は
抄
本

▽
請
負
・
売
買
契
約
書
の
写
し

▽
住
宅
取
得
資
金
に
か
か
る
借

入
金
の
年
末
残
高
証
明
書
▽

増
・
改
築
工
事
の
場
合
は
確
認

通
知
書
の
写
し
、
も
し
く
は
検

査
済
証
ま
た
は
増
改
築
等
工
事

証
明
書

○
中
途
退
職
の
方

▽
生
命
保
険
料
や
損
害
保
険
料

●
申
告
に
際
し
て

必
要
書
類
な
ど
の
確
認
を

を
支
払
っ
て
い
る
方
は

そ
の

控
除
証
明
書

◆
給
与
所
得
者
で
、
給
与
所
得
や

退
職
所
得
以
外
の
各
種
所
得
金

額
の
合
計
額
が
二
十
万
円
以
下

で
あ
る
た
め
確
定
申
告
を
す
る

必
要
が
な
い
方
が
、
還
付
を
受

け
る
た
め
に
確
定
申
告
を
す
る

場
合
は
、
給
与
所
得
や
退
職
所

得
以
外
の
所
得
金
額
に
つ
い
て

も
申
告
が
必
要
で
す
。

※
申
告
書
に
源
泉
徴
収
票
や
必
要

書
類
の
添
付
が
な
か
っ
た
り
、
記

載
し
た
内
容
に
誤
り
な
ど
が
あ
る

と
、
還
付
金
の
支
払
い
が
大
幅
に

遅
れ
た
り
、
支
払
い
が
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

●
時
間
外
収
受
箱
の
利
用
で

土
曜
・
日
曜
日
の
提
出
も

　

作
成
し
た
申
告
書
は
、
大
和
税

務
署
あ
て
へ
郵
便
で
お
送
り
い
た

だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
申
告
書

の
控
え
が
必
要
な
方
は
、
切
手
を

添
付
し
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
し

て
く
だ
さ
い
。

●
申
告
書
の
提
出
は

郵
送
で
も
可
能
で
す

　

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
は
、

前
年
の
状
況
に
基
づ
い
て
申
告
が

必
要
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
申
告

用
紙
を
二
月
初
旬
に
郵
送
し
ま
す

の
で
、
収
入
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
申
告
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
申
告
用
紙
が
必
要
な
方

は
、
市
役
所
市
民
税
課
か
各
出
張

所
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

○
申
告
書
と
印
鑑
（
認
め
印
可
）

○
源
泉
徴
収
票
、
収
支
明
細
書
ま

た
は
支
払
証
書
な
ど
収
入
を
証

明
す
る
も
の

○
生
命
保
険
料
、
損
害
保
険
料
な

ど
の
控
除
を
受
け
る
方
は
、
そ

の
控
除
証
明
書

○
障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
、

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳

な
ど

◆
自
書
作
成
の
お
願
い
◆

み
ん
な
の�

広
場�

方
法
と
取
り
付
け
方
の
講
習
▽
費
用

＝
無
料
▽
申
込
方
法
＝
当
日
直
接
会

場
へ
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
相
模
が
丘

交
通
安
全
母
の
会
�
０
４
６（
２
５

６
）０
５
４
３
（
石
川
）

○
第
３
回
ひ
ま
わ
り
フ
ォ
ト
写
真
展

▽
と
き
＝
２
月　

日（
木
）〜　

日

１０

１３

（
日
）午
前　

時
〜
午
後
６
時
（
最
終

１０

日
午
後
４
時
ま
で
）
▽
と
こ
ろ
＝
市

民
文
化
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
内
容
＝

�
感
動
を
撮
る
�
を
テ
ー
マ
に
、
会

員
の
作
品
展
示
お
よ
び
講
師
高
橋
義

一
さ
ん
の
参
考
作
品
展
示
▽
入
場
＝

無
料
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
�
０
４
６

（
２
５
５
）４
０
３
３
（
長
谷
川
）

○
老
人
保
健
施
設
「
老
健
さ
が
み
」

が
３
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン

　

市
内
相
模
が
丘
６
ノ　

ノ　

に

２１

２７

オ
ー
プ
ン
す
る
同
施
設
で
の
入
所
・

通
所
（
デ
イ
ケ
ア
）
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
、
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、同
施
設
�
０
４
６（
２

６
６
）５
０
１
０
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

○
ザ
マ
ス
キ
ー
教
室

▽
と
き
＝
３
月　

日（
金
）夜
発　

日

２４

２７

（
月
）夜
帰
着
▽
と
こ
ろ
＝
長
野
県
志

賀
高
原
一
の
瀬
ス
キ
ー
場
▽
内
容
＝

初
級
〜
上
級
講
習
お
よ
び
級
別
テ
ス

ト
▽
対
象
＝
一
般
市
民
（
小
学
生
以

下
保
護
者
同
伴
）
▽
費
用
＝
大
人
３

６
５
０
０
円
・
子
供
３
３
５
０
０
円

（
講
習
料
、
保
険
代
を
含
む
。
級
別

テ
ス
ト
検
定
料
別
途
）
▽
定
員
＝
先

着　

人
▽
申
込
方
法
＝
３
月
５
日
ま

３５
で
に
座
間
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
�
０
４
６

（
２
５
３
）９
９
８
３
（
星
野
）
へ

○
宮
沢
賢
治
の 
幻  
燈 
会

げ
ん 
と
う

▽
と
き
＝
２
月　

日（
土
）午
後
２
時

１９

〜
４
時
▽
と
こ
ろ
＝
市
公
民
館
集
会

室
▽
内
容
＝
幻
燈
�
雪
わ
た
り
�、
詩

の
朗
読
、
ピ
ア
ノ
演
奏
▽
対
象
＝
ど

な
た
で
も
▽
入
場
料
＝
大
人
５
０
０

円
、
小
・
中
学
生
３
０
０
円
▽
主
催

＝
宮
沢
賢
治
幻
燈
会
実
行
委
員
会
▽

協
力
＝
り
べ
る
て
響
会
▽
問
い
合
わ

せ
先
＝
�
０
４
６（
２
５
１
）０
０
４

０
（
若
林
）

○
や
さ
し
い
中
国
語
会
話
参
加
者
募

集
〜
一
日
無
料
体
験
講
習

　

中
国
人
講
師
を
囲
ん
で
月
４
回
、

楽
し
く
中
国
語
会
話
を
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

▽
と
き
＝
①
２
月
６
日
、　

日
い
ず

２０

れ
も
日
曜
日
午
後
６
時
〜（
中
級
者
）

７
時
５
分
〜
（
初
心
者
）
②
２
月　
１９

日
、　

日
い
ず
れ
も
土
曜
日
午
後
７

２６

時
５
分
〜
▽
と
こ
ろ
＝
①
東
柏
ヶ
谷

３
丁
目
自
治
会
館
（
海
老
名
市
東

柏
ヶ
谷
３
ノ
３
ノ　

）
②
厚
木
市
勤

１７

労
福
祉
セ
ン
タ
ー
▽
問
い
合
わ
せ
先

＝
中
国
語
学
習
会
�
０
４
６
（
２
５

３
）
５
３
９
７
（
飯
田
）

と　こ　ろと　　　　き区　分

３階相談室
法律相談は、いずれも
定員７人になり次第、
締め切ります。

毎月第２木曜日午前９時～正午と
第４木曜日午後１時３０分～４時３０分
〈予約制（電話可）１日午前８時３０分～
今月分を受け付け〉

１０・２４
日

法　　律
（予約制）

毎月第２火曜日　午前９時～正午８日
法 務
（人権 ･ 戸
籍・登記）

今月は第４木曜日　午前９時～正午２４日
行 政

担当　市民生活課�０４６（２５２）８２１８
１階国保年金課内毎月第２月曜日　午前１０時～午後３時１４日

年 金
担当　国保年金課�０４６（２５２）７０３５

５階第３会議室毎月第３木曜日　午前１０時～午後３時１７日駐 留 軍
離 職 者 担当　産業課�０４６（２５２）７６０４

４階第１会議室毎月第３木曜日　午前９時～午後３時１７日高 年 齢
者 職 業  担当　高齢対策課�０４６（２５２）７１２７

１階児童課内毎月第３木曜日　午前１０時～午後３時１７日
婦 人

担当　児童課�０４６（２５２）７２０１

市文化福祉会館毎月第１～第４土曜日　午前９時～午
後３時

５・１２・
１９・２６
日結 婚

担当　市文化福祉会館�０４６（２５１）４１１７

３階相談室
（詳細については、担当
へお問い合わせくださ
い）

毎月第２水曜日　午前１０時～正午と
午後１時～３時９日

消費生活 毎月第３・第４水曜日
午後１時～４時

１６・２３
日

担当　市民生活課�０４６（２５２）８２１８
１階児童課毎週月～金曜日　午前９時～午後３時

母子生活
担当　児童課�０４６（２５２）７２０１

市立青少年センター内
青少年相談室毎週月～金曜日　午前９時～午後４時

青 少 年
担当　青少年相談室�０４６（２５６）０９０７

市立青少年センター内
教育研究所毎週月～金曜日　午前１０時～午後４時

教 育
担当　教育研究所�０４６（２５６）１９３９

相談はいずれも無料です
2 月 の 相 談 日

税理士会の

無料申告相談

　税理士会大和支部では、小規模事業者（前年
の所得金額が３００万円以下）の方および給与所
得者で還付申告をする方のために、次の会場で
申告相談と申告書の受け付けをします。
※会場が満員になった場合は途中で受け付けを
打ち切ることがあります。
※譲渡申告、贈与税を申告される方は大和税務
署へご相談ください。

◆受　付　時　間　午前９時３０分～正午
　　　　　　　午後１時～３時３０分
◆問い合わせ先　大和税務署�０４６（２６２）９４１１

期　　間と こ ろ

２月１６日 （水） ～２月２９日 （火）市役所５階　第２会議室

2.16

3.15
▼

受付期

　市役所では、市民税
次の日程で行います。
の確定申告はできませ

市民税・県民税の
出張申告相談日程
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　医療費控除とは、納税者本人または生計を一にする配偶者やその他の親族
の医療費の合計額が１０万円（あるいは合計所得の５パーセント）以上負担し
た場合に、下の計算式によって算出した金額を所得控除として差し引くこと
ができる制度です。なお、医療費の名目で支出されたものすべてが控除の対
象となるわけではありません。
○確定申告に必要なもの
　■平成１１年中に支払った医療費の領収書、通院費用などの明細
　■健康保険組合・生命保険などから戻ってきた金額の控え
　■平成１１年分の源泉徴収票（サラリーマンの場合）
　■印鑑
　■申告者本人名義の銀行などの口座番号の控え　（還付金を振り込むために必要）

〈計算式〉
　　　　　　　　　　　　　　　  健康保険組合・生命　    　     １０万円と「所得金額の合
医療費控除額＝　医療費の額－　  保険などから補てん  　 －  　 計額の５パーセント」との
　　　　　  　　　　　　　　　   される金額　　　　　　　      いずれか少ない方の金額

(        )

　

所
得
税
の
確
定
申
告
書
は
、
前

年
の
申
告
に
基
づ
い
て
必
要
と
思

わ
れ
る
方
に
税
務
署
か
ら
事
前
に

郵
送
さ
れ
ま
す
が
、
昨
年
か
ら
新

た
に
事
業
を
始
め
ら
れ
た
方
や
還

付
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
税
務
署

ま
た
は
市
役
所
市
民
税
課
、
各
出

張
所
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
役
所
と
各
出
張
所
に

問い合わせ先対　　　象

市役所市民税課
�０４６（２５２）
８００７

民税・県民税申告者の

出張申告会場でのご相
については、税務署員
税理士がいませんの
、確定申告の相談はで
ません。ただし、すべ
記入済みで完成した確
申告書については受け
けいたします。

来場はご遠慮ください。

医 療 費 控 除

●
確
定
申
告
用
紙
の
配
布
は

八
万
円
以
下
）
に
な
っ
て
い
な

●
還
付
申
告
は
大
和
税
務
署
で

受
け
付
け
中

備
え
付
け
て
い
る
の
は
、
一
般
用

（
白
色
申
告
用
）
と
還
付
申
告
用

の
二
種
類
の
み
で
す
。
そ
れ
以
外

の
申
告
書
が
必
要
な
方
は
、
直
接

税
務
署
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

※
確
定
申
告
を
期
限
ま
で
に
し
な

い
と
、
加
算
税
や
延
滞
税
の
対
象

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

(　   )
（最高２００万円）

　

間
も
な
く
平
成
十
一
年
分
所
得

税
の
確
定
申
告
と
市
民
税
・
県
民

税
の
申
告
の
受
け
付
け
が
始
ま
り

ま
す
。
申
告
期
間
は
二
月
十
六
日

（
水
）か
ら
三
月
十
五
日（
水
）ま

で
。
期
限
間
近
に
な
る
と
会
場
が

大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
申
告
は

早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

担
当　
　
　
　
　
　
　

市
民
税
課

�
０
４
６（
２
５
２
）８
０
０
７

大
和
税
務
署

�
０
４
６（
２
６
２
）９
４
１
１

　

主
に
次
の
よ
う
な
方
は
、
確
定

申
告
が
必
要
で
す
。

◆
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
、
雑

所
得
（
年
金
な
ど
）
な
ど
が
あ

り
、
各
種
所
得
金
額
の
合
計
額

が
配
偶
者
・
扶
養
・
基
礎
控
除

な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
を

超
え
る
方

◆
給
与
所
得
者
で
▽
給
与
の
年
間

◎最高税率の引き下げ

◎扶養控除の引き上げ

◎定率減税の実施で、２０パーセント（上限２５万円）
が所得税の額から控除されます。
◎住宅借入金等特別控除の改正
○住宅借入金等の年末残高の限度額　５，０００万円
○控除率　１～６年目（１パーセント）
　　　　　７～１１年目（０．７５パーセント）
　　　　　１２～１５年目（０．５パーセント）
○控除期間　１５年
○住宅借入金等の範囲　建物のほか土地部分にかか
る借入金も対象
○床面積基準　上限の撤廃
○中古住宅の築後経過年数
　耐火建築物２５年以内
　耐火建築物以外２０年以内に延長

平成１１年分
所得税の主な改正内容

税　　率
課税される金額

改正後改正前
１０％１０％３３０万円以下
２０％２０％ ３３０万円超    ９００万円以下
３０％３０％ ９００万円超１，８００万円以下

３７％
４０％１，８００万円超３，０００万円以下
５０％３，０００万円超

改正後改正前扶養親族の区分
４８万円３８万円年少扶養親族（１６歳未満）
６３万円５８万円特定扶養親族（１６歳以上２３歳未満）

至相模大野�

大
和
駅�

至
海
老
名�

派出所�

Ｎ�

至
横
浜�

（警察署入口）�

県税事務所�

農協�

（
税
務
署
入
口
）�

警察署�

法務局�

至藤沢�

大和税務署�

小
田
急
電
鉄
江
ノ
島
線�

相模鉄道�

※
税
務
署
の
駐
車
場
は
狭
い
の
で
、お
車
で
の
来

署
の
場
合
は
、長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

大和税務署案内図
〒２４２-８５６７　大和市中央５-１４-２２

所
得
税
の
確
定
申
告

収
入
金
額
が
二
千
万
円
を
超
え

る
方
▽
給
与
以
外
の
所
得
の
金

額
の
合
計
額
が
二
十
万
円
を
超

え
る
方
▽
二
カ
所
以
上
か
ら
給

与
な
ど
の
支
払
い
を
受
け
て
い

る
方

◆
不
動
産
、
ゴ
ル
フ
会
員
権
な
ど

の
資
産
を
売
っ
た
譲
渡
所
得
の

あ
る
方

●
確
定
申
告
が
必
要
な
方

○
譲
渡
所
得
に
つ
い
て

　

前
年
中
に
土
地
（
借
地
権
を
含

む
）
や
建
物
、
ゴ
ル
フ
会
員
権
な

ど
の
資
産
を
売
っ
た
方
は
、
譲
渡

所
得
に
つ
い
て
所
得
税
の
確
定
申

告
が
必
要
で
す
。

※
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
譲
渡
所

得
は
、
他
の
所
得
と
区
分
し
て
計

算
す
る
分
離
課
税
で
す
。
ま
た
、

物
件
を
所
有
し
た
期
間
に
よ
っ
て

長
期
と
短
期
に
区
分
さ
れ
、
税
率

や
控
除
な
ど
も
違
っ
て
き
ま
す
。

○
贈
与
税
の
申
告
に
つ
い
て

　

前
年
中
に
個
人
か
ら
不
動
産
、

現
金
、
預
貯
金
、
株
式
、
債
券
な

ど
の
財
産
の
贈
与
を
受
け
た
方

で
、
そ
の
価
額
の
合
計
額
が
六
十

万
円
を
超
え
る
場
合
は
、
贈
与
税

の
申
告
が
必
要
で
す
。
な
お
、
贈

与
税
の
特
例
で
非
課
税
に
な
る
場

合
（
�
親
な
ど
か
ら
も
ら
っ
た
住

宅
取
得
資
金
が
三
百
万
円
以
下
�

婚
姻
期
間
が
二
十
年
以
上
の
配
偶

者
か
ら
も
ら
っ
た
居
住
用
財
産
が

二
千
万
円
以
下
）
で
あ
っ
て
も
申

告
は
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
大
和
税
務
署
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
譲
渡
所
得
、贈
与
税
の

申
告
相
談
は
大
和
税
務
署
へ

　

一
般
に
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方

は
年
末
調
整
に
よ
っ
て
所
得
税
の

精
算
が
済
ん
で
い
ま
す
が
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
な
ど

は
、
確
定
申
告
で
所
得
税
の
還
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

大
和
税
務
署
で
は
、
還
付
申
告

を
二
月
十
五
日
以
前
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
お
早
め
に
。

◆
医
療
費
控
除

　

本
人
や
家
族
が
、
病
気
治
療
や

出
産
な
ど
で
一
年
間
に
多
額
の
医

療
費
を
支
払
っ
た
場
合
に
は
、
一

定
の
算
出
方
法
に
よ
っ
て
計
算
し

た
金
額
を
、
医
療
費
控
除
と
し
て

所
得
金
額
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が

で
き
ま
す
（
下
表
参
照
）。

◆
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

　

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て

マ
イ
ホ
ー
ム
の
新
築
や
購
入
、
増

改
築
な
ど
を
し
た
場
合
、
一
定
の

要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
居
住

の
用
に
供
し
た
年
か
ら
十
五
年

間
、
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
年
末
残

高
に
応
じ
た
額
で
税
額
の
特
別
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

控
除
を
受
け
る
年
の
所
得
金
額
が

三
千
万
円
を
超
え
る
方
、ま
た
は
、

居
住
用
財
産
を
譲
渡
し
三
千
万
円

ま
で
の
特
別
控
除
、
買
い
替
え
・

交
換
な
ど
課
税
の
特
例
を
一
定
期

間
内
に
受
け
た
方
は
除
か
れ
ま

す
。

◆
中
途
退
職
な
ど
で
年
末
調
整
が

さ
れ
て
い
な
い
と
き

　

前
年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就

職
し
な
か
っ
た
場
合
で
、
年
末
調

整
を
受
け
て
い
な
い
方
は
確
定
申

告
に
よ
っ
て
所
得
税
の
精
算
が
で

き
ま
す
。

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告

を
支
払
っ
て
い
る
方
は
、
そ
の

控
除
証
明
書

◆
給
与
所
得
者
で
、
給
与
所
得
や

退
職
所
得
以
外
の
各
種
所
得
金

額
の
合
計
額
が
二
十
万
円
以
下
　

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
は
、

ず
申
告
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

税税税税税税税税税税税税税税
申申申申申申申申申申申申申申
告告告告告告告告告告告告告告

税
申
告
ははははははははははははははは
正正正正正正正正正正正正正正正
しししししししししししししし
くくくくくくくくくくくくくく
し
く
おおおおおおおおおおおおおおお
早早早早早早早早早早早早早早早
めめめめめめめめめめめめめめめ
ににににににににににににににに

2.16

■市民税・県民税の申告
■所得税の申告
●給与所得のみの確定申告
●給与所得の還付申告
　（医療費控除・住宅借入金等特別控除）
●年金所得の確定申告
●簡易な不動産所得の確定申告

○受付時間　午前９時～１１時
　　　　　　午後１時～４時
○ところ　　市役所５階第１会議室

　なお、営業所得・事業所得・分離譲渡な
どの複雑な確定申告や青色申告は、市役所
での相談はできませんので、税務署にご相
談ください。

市役所でできる申告は3.15
▼

受付期間

市役所では、市民税・県民税の出張申告相談を
の日程で行います。出張申告会場では、所得税
確定申告はできません。提出のみとなります。
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農地
の
無
断
転
用

　

市
青
少
年
芸
術
祭
実
行
委
員
会

と
市
教
育
委
員
会
で
は
、「
青
少
年

の
手
で
郷
土
に
新
し
い
芸
術
文
化

の
波
を
」
を
テ
ー
マ
に
、
演
劇
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演
を
開
催
し
ま

す
。
市
内
ア
マ
チ
ュ
ア
サ
ー
ク
ル

に
よ
る
演
劇
と
市
内
で
初
め
て
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
の
、
子
供
た
ち

◆
お
譲
り
し
ま
す

ス
テ
レ
オ
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
Ａ
、
タ

イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
（
四
駆
用
）、
ベ

ビ
ー
か
ご
、
や
な
せ
幼
稚
園

リ
ュ
ッ
ク
、テ
ー
ブ
ル
、ハ
イ
チ
ェ

ア
ー
、
ひ
な
人
形
、
Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ

デ
コ
ー
ダ
ー
、ベ
ッ
ド（
パ
イ
プ
）、

食
器
棚
、
ル
ー
ム
ラ
ン
ナ
ー
、
シ

ン
セ
サ
イ
ザ
ー
、
自
転
車
（
十
六

イ
ン
チ
）、事
務
机
、オ
ル
ガ
ン
、石

油
ス
ト
ー
ブ
、
学
習
机
・
い
す
、

ロ
ッ
ク
ミ
シ
ン
、
ベ
ビ
ー
バ
ス
、

ベ
ビ
ー
ク
ー
ハ
ン
、
車
い
す
、
ア

コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー

◆
希
望
し
ま
す

自
転
車
（
二
十
〜
二
十
六
イ
ン

チ
）、
テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
、
へ
こ

帯
、
ゲ
タ
（
男
児
用
）、
パ
ソ
コ

ン
、
物
置
、
制
服
（
ひ
ば
り
が
丘
・

や
な
せ
・
孝
道
幼
稚
園
、西
中
）、剣

道
防
具
一
式
、
剣
道
着
、
ベ
ビ
ー

サ
ー
ク
ル
、
ハ
イ
チ
ェ
ア
ー
、
ブ

ラ
ン
コ
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
（
Ａ
・
Ｂ
・

双
子
用
）、
カ
ー
シ
ー
ト
（
ジ
ュ
ニ

ア
・
チ
ャ
イ
ル
ド
）、
ベ
ッ
ド
（
二
・

三
段
、
ベ
ビ
ー
）、
洗
濯
機
、
掃
除

機
、
フ
ル
ー
ト
、
赤
ち
ゃ
ん
用
い

す
、
食
器
棚
、
冷
蔵
庫
、
大
人
用

三
輪
車
、
カ
ラ
ー
モ
ニ
タ
ー
テ
レ

ビ
、
ピ
ア
ニ
カ
、
パ
ソ
コ
ン
ラ
ッ

ク
、
空
手
用
防
具
、
圧
力
な
べ
、

ベ
ビ
ー
フ
ェ
ン
ス
、
う
す
・
き
ね
、

ベ
ビ
ー
タ
ン
ス
、
ベ
ビ
ー
布
団
、

ビ
ー
チ
パ
ラ
ソ
ル
、
テ
ー
ブ
ル
、

こ
た
つ
、
子
供
用
自
転
車
、
布
団

乾
燥
機

担
当　
　
　
　
　
　

市
民
生
活
課

�
０
４
６（
２
５
２
）８
２
１
８

�
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

の
す
ば
ら
し
い
演
技
を
ぜ
ひ
ご
鑑

賞
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

二
月
十
三
日（
日
）午

後
二
時
〜
五
時
（
午
後
一
時
三

十
分
開
場
）

○
と
こ
ろ　

市
民
文
化
会
館

（
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
座
間
）

大
ホ
ー
ル

○
出　

演　

劇
団
「 
楽  
筒 
」、
演
劇

が
く 
ど
う

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
を
創
ろ
う
実
行
委
員
会

○
入　

場　

無
料

○
申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ

担
当　
　
　
　
　
　
　

青
少
年
課

�
０
４
６（
２
５
３
）８
４
１
５

�
０
４
６（
２
５
９
）２
１
６
３

水圧低下のお知らせ
　市水道部では、日々安定した水を供給するため、下表
のとおり配水場電気施設の点検作業を行います。各配水
場間で相互融通をしますが、一部地域で水圧が低下する
場合があります。ご協力をお願いします。

水圧低下予想地域施　設　名点　検　日

東原・さがみ野・小松原・ひば
りが丘の全域、栗原・南栗原・
栗原中央・広野台の一部地域

第２配水場
２月１７日（木）
午後１時３０分～４時
※雨天の場合２月２３日（水）

相模が丘の全域、
広野台の一部地域

相模が丘
配水場

２月２２日（火）
午後１時３０分～３時３０分
※雨天の場合３月１日（水）

立野台・緑ケ丘・明王・相武台・西
栗原の全域、栗原・南栗原・栗原中
央・入谷３～５丁目の一部地域

第１配水場
２月２４日（木）
午後１時３０分～４時
※雨天の場合２月２９日（火）

担当　配水管理所�０４６（２５１）０３１４

童謡メドレーをデュエットで
○と　き　２月９日（水）午後０時２０分～４０分
○ところ　市庁舎１階市民サロン
○曲　目　童謡メドレー（青い眼の人形、まちぼうけ、 証  城  寺 

しょう じょう じ

の狸ばやし）、つどうウイーンへほか
○演奏者　ソプラノ　青木淑乃・伊藤千佳子　ピアノ　片野敦子

今月のロビーコンサート

　

市
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
保

全
の
た
め
に
二
月
を
「
無
断
転
用

防
止
月
間
」
と
定
め
、
農
地
の
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

★
農
地
の
転
用
に
は
許
可
が
必
要

○
と　

き　

三
月
五
日（
日
）午
前

七
時
二
十
分
（
受
け
付
け
）・
午

前
八
時
三
十
分
（
ス
タ
ー
ト
）

〈
雨
天
決
行
〉

○
集
合
場
所　

市
役
所
ふ
れ
あ
い

広
場

○
部　

門　

▽
第
一
・
第
二
部
＝

市
内
中
学
校
在
校
生
男
子
・
女

子
チ
ー
ム
（
各
中
学
校
単
位
編

成
で
複
数
参
加
可
）
▽
第
三
部

＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

チ
ー
ム
▽
第
四
部
＝
市
外
チ
ー

ム
（
第
三
・
第
四
部
の
チ
ー
ム

は
高
校
生
以
上
の
チ
ー
ム
で
編

成
）

○
距　

離　

▽
第
一
・
第
二
部
＝

　

こ
の
ほ
ど
、
平
成
十
一
年
度
下

水
道
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
下
水
道

の
普
及
・
啓
発
の
よ
り
一
層
の
充

実
を
図
る
た
め
、
下
水
道
の
役
割

に
つ
い
て
学
ぶ
小
学
四
年
生
を
対

象
に
（
財
）
県
下
水
道
公
社
が
毎

年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年

　

市
教
育
委
員
会
と
ロ
ッ
ク
イ
ン

○
と　

き　

二
月
二
十
六
日

（
土
）、
三
月
四
日（
土
）、
五
日

（
日
）い
ず
れ
も
午
前
九
時
〜
午

後
五
時
（
全
三
回
）

○
と
こ
ろ　

市
管
工
事
業
協
同
組

合
会
議
室（
緑
ケ
丘
一
ノ
一
ノ
七
）

で
十
六
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
応

募
総
数
五
千
五
百
五
十
六
点
の

内
、
市
内
か
ら
は
、
作
文
・
ポ
ス

タ
ー
・
書
道
合
わ
せ
て
二
百
五
十

五
点
の
い
ず
れ
も
優
れ
た
作
品
が

出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
作
文
の
部
で
齋
藤
早
香

さ
ん
（
東
原
小
学
校
）、
書
道
の
部

で
�
木
晴
菜
さ
ん
（
座
間
小
学

校
）、
峯
山
千
里
さ
ん
（
立
野
台
小

学
校
）
が
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
し
、
昨

年
の
十
二
月
十
八
日
に
小
田
原
市

中
央
公
民
館
に
お
い
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

担
当　
　
　
　
　

下
水
道
管
理
課

�
０
４
６（
２
５
２
）８
５
４
１

�
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

下水道作品
コンク－ル

平成１１年度

ざ
ま
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
で

は
、
青
年
活
動
事
業
の
一
環
と
し

て
、
今
年
も
「
ロ
ッ
ク
イ
ン
ざ
ま
」

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

二
月
五
日（
土
）午
後

一
時
三
十
分
〜
八
時

○
と
こ
ろ　

市
民
文
化
会
館

（
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
座
間
）

小
ホ
ー
ル

○
内　

容　

市
内
で
活
動
す
る

ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
の
演
奏

○
入　

場　

無
料

○
申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ

　

詳
し
く
は
、
担
当
へ
。

担
当　
　
　
　
　
　
　

青
少
年
課

�
０
４
６（
２
５
３
）８
４
１
５

�
０
４
６（
２
５
９
）２
１
６
３

○
内　

容　

赤
十
字
救
急
法
救
急

員
養
成

○
定　

員　

二
十
人
（
先
着
順
）

○
費　

用　

二
千
五
百
円（
教
材

費
）

○
申
込
方
法　

二
月
十
五
日（
火
）

ま
で
に
、
直
接
ま
た
は
電
話
か

フ
ァ
ク
ス
で
担
当
へ

　

詳
し
く
は
、
担
当
へ
。

担
当　
　
　
　
　
　

社
会
福
祉
課

�
０
４
６（
２
５
２
）７
１
２
２

�
０
４
６（
２
５
６
）３
６
０
０

演
劇
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
部
門

公
演

　

農
地
転
用
の
一
般
的
な
基
準
は

次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

○
農
用
地
区
域
は
、
原
則
不
許
可

○
市
街
化
区
域
内
は
、
農
業
委
員

会
へ
届
け
出

○
農
用
地
区
域
外
の
市
街
化
調
整

区
域
は
、
農
業
委
員
会
総
会
を

経
て
県
知
事
の
許
可

★
無
断
転
用
に
は
、
厳
し
い
措
置

が
講
じ
ら
れ
ま
す

　

無
断
転
用
の
農
地
所
有
者
に

は
、県
知
事
が
農
地
復
元
を
勧
告
。

こ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
は
、
最
高

三
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
百
万
円

以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

★
農
地
を
転
用
す
る
と
き
は
、
事

前
に
相
談
を

　

農
地
の
転
用
に
は
法
律
上
の
制

限
や
、
申
請
の
手
続
き
に
複
雑
な

部
分
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

地
元
農
業
委
員
ま
た
は
農
業
委
員

会
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

担
当　
　

市
農
業
委
員
会
事
務
局

�
０
４
６（
２
５
２
）７
６
０
９

�
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

「
農
地
の
無
断
転
用

　
　
　

防
止
月
間
」

環境通信 8
平成１０年度大気測定結果
　県が市内で実施している大気測定の平
成１０年度結果がまとまりました。
　これによると、浮遊粒子状物質（空気
中に浮遊している粉じん）が３年ぶりに
環境基準不適合になりました。他の測定
項目（二酸化硫黄、窒素酸化物、炭化水
素、光化学オキシダント）については、
ほぼ例年と同じ結果に
なっています。
　冬場は１年で最も大気
が汚れる季節です。アイ
ドリングストップなど自
動車の適正な利用を心掛けましょう。
担当　　　環境保全課　�０４６（２５２）８２１４

不用�

品�
バ
ン
ク�

ロックインざま
コンサート

第５回
三
区
間
八
千
九
百
七
十
�
▽
第

三
・
第
四
部
＝
六
区
間
二
万
四

千
七
百
四
十
�

○
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
二

月
十
四
日（
月
）午
後
五
時
必
着

で
担
当
へ
（
郵
送
「
〒
２
２
８

│
８
５
６
６
市
教
育
委
員
会
ス

ポ
ー
ツ
課
」
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

可
）

担
当　
　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
課

�
０
４
６（
２
５
２
）８
１
７
７

�
０
４
６（
２
５
２
）４
３
１
１

救
急
法
講
習
会

青少年
芸術祭

市駅伝
競走大会

第３４回

２
月
は

　市では、昭和５６年以前に建築された木造住宅
についての耐震相談(無料)を行います。
○と　き　２月１９日（土）午前９時３０分～午後４
時（時間予約制）
○ところ　市公民館２階会議室
○相談員　神奈川県建築士事務所協会座間支部
　会員
○申込方法　２月１５日（火）までに電話で担当へ
○用意するもの　確認申請書などの図面（略図
　でも可）、建物の状況がわかる写真など
※この耐震相談は６月に北地区文化センターで
も予定していますので、どうぞご利用ください。

担当　建築課�０４６（２５２）７３９６

木造住宅耐震相談
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※共通事項
○申込方法　２月９日までに直接また
は電話かファクスで同館へ
◆暮らしの実用講座～明日を見つめて
○と　き　①２月１０日②１７日③２４日④
３月２日いずれも午後１時３０分～３
時３０分（全４回）
○内　容　①暮らしの中の落とし穴②
食べ物の不安とその背景③総合防災
センタ－見学④災害に備える
○講　師　消費生活コンサルタント　
出口恵子さん、市防災課職員
○対　象　市内在住・在勤者
○定　員　３０人（先着順）
○費　用　無料
○保　育　あり（原則２歳以上）
◆はじめての木彫り入門講座
○と　き　２月１３日、２０日、２７日、３月
５日、１２日、１９日、２６日いずれも午前
９時３０分～正午（全７回）
○内　容　お盆作りを通して、木彫り
の基礎と楽しさを学ぶ
○講　師　木彫師　内田博之さん
○対　象　市内在住・在勤者
○定　員　１５人（先着順）
○費　用　４７００円（材料代）
◆平家物語にみる日本人の心
○と　き　①２月２３日②３月１日③８
日④１６日午後２時～４時（全５回）
○内　容　①祇園精舎②足摺③ 有  王 

あり おうの

 島  下 り④嗣信最期
しま くだ

○講　師　立正大学教授　山下正治さ
ん
○対　象　市内在住・在勤者
○定　員　３０人（先着順）
○費　用　無料

◆“さがみ”の人づくり塾
○と　き　①２月２７日②３月５日③１２
日④２６日①②④午後１時３０分～３時
３０分③午後１時～４時（全４回）
○ところ　①②④北地区文化センター
③キャンプ座間内
○内　容　①昭和初期の政治と思想②
陸軍士官学校がやってきた③軍跡を
たどる④戦後の政治と思想
○講　師　厚木南高等学校教諭　小原

▼相模野小学校＝４日・１８日午後２時
３０分～３時４５分▼中原小学校＝２日・
１６日午後２時３０分～３時４５分
※雨天の場合は巡回を中止し、学校へ
の巡回は時間が変更になることがあり
ます。
担当　　　　　　　　　　市立図書館
　�０４６（２５５）１２１１・FAX０４６（２５２）５７０４

　市学校保健会では、児童生徒の健全
な心と身体の育成を目指して、第２８回
学校保健研究会を開催します。
　今回は「正しい健康観を養うために
～エイズ教育について～」をテ－マ
に、小・中学校の実践研究の発表と学
識者による講演を行います。
○と　き　３月２日午後１時～４時
○ところ　市民文化会館小ホ－ル
○内　容　①研究発表＝正しい健康観
を養うために～エイズ教育について
～②講演会＝子の心親の心
○発表者・講師　①市内小学校養護教
諭　渡辺紀代さん、青柳雅子さん②
県立栄養短期大学助教授　小林正稔
さん
○対　象　市内在住・在勤者
○入　場　無料
担当　　　　　　　　　　学校教育課
　�０４６（２５２）８７４９・FAX０４６（２５２）４３１１

　市ボランティア連絡協議会では、ボ
ランティアについてさまざまな角度か
ら考え、語り合う集いを開催します。
○と　き　２月１９日午後１時３０分～４
時
○ところ　市文化福祉会館
○内　容　手話コ－ラス、活動体験発
表、グル－プ討議
○費　用　無料
○申込方法　２月１５日までに電話で市
社協ボランティアセンタ－（市社会
福祉協議会内）へ
担当　　　　　　　市社会福祉協議会
　　　　　　　　　　�０４６（２５１）４１１７

▽国民健康保険税（第９期）▽国民年
金保険料（第１１期）▽使用料など
※最寄りの指定金融機関、市役所また
は各出張所で納めてください。

▼ひばりが丘南児童館＝５日・１９日午
後２時３０分～３時３０分▼小松原１丁目
第２多目的広場＝１０日・２４日午前１０時
３０分～１１時３０分▼入谷小学校＝３日・
１７日午後２時３０分～３時４５分▼東原小
学校＝２５日午後２時３０分～３時４５分▼
ＮＴＴ大塚本町アパート＝２日・１６日
午前１０時３０分～１１時３０分▼栗原小学校
＝９日・２３日午後２時３０分～３時４５分
▼東原共同住宅＝３日・１７日午前１０時
３０分～１１時３０分▼相模が丘４丁目多目
的広場＝２５日午前１０時３０分～１１時３０分

学校保健研究会

ボランティアを
もっと知ろう、語ろう

測さん、郷土史研究家　清水豊さん
○対　象　市内在住・在勤・在学者
○定　員　３０人（先着順）
○費　用　無料
○申込方法　２月１８日までに直接また
は電話かファクスで同センターへ
◆子どものつどい
○と　き　２月１２日午前１０時～正午
○内　容　バレンタインのお菓子作り
○対　象　小学生
○定　員　２０人（先着順）
○費　用　３００円（材料代）
○持ち物　エプロン、三角きん、タオル
○申込方法　直接または電話かファク
スで同センターへ

◆人間関係を快適にする講座
○と　き　２月１２日、１９日、２６日、３月
４、１１日いずれも午後６時３０分～８
時３０分（全５回）
○内　容　「自然に上手に自己紹介」
「まずは自分を開こう」「心のぶつか
りあいを恐れない」「今ここにある関
係も大切にしよう」ほか
○講　師　やまと生涯学習ボランティ
ア講師　長岡巨知さん、東海大学講
師　高橋絹代さん、創価大学助教
授　園田雅代さんほか
○対　象　市内在住・在勤者
○定　員　３０人（多数抽選）
○費　用　無料
○保　育　あり（原則２歳以上、おや
つ代２５０円）
○申込方法　２月６日までに直接また
は電話かファクスで同センターへ

◆第４回スカイアリ－ナ座間フェア
○と　き　２月１１日午前１０時～午後２
時（午前９時３０分開場）
○内　容　A市内で継続的に活動して
いるサークル１６団体による演技発表
Bみんなで体操
○入　場　自由
※皆さんお誘い合わせの上、運動ので
きる服装でご参加ください。

○応募方法　２月１８日までに、所定の
応募用紙に必要事項を記入の上、本
人が担当へ持参
担当　　　　　　　　　　市民生活課
　�０４６（２５２）８２１８・FAX０４６（２５５）３５５０ 
◆学校給食調理員代替非常勤職員
○募集人員　若干名
○応募資格　学校給食に興味のある健
康な方
○業務内容　学校給食の調理
○勤務時間　午前８時３０分～午後５時
○賃　金　日額５８６０円～７３７６円（経験
などにより異なる）
○登録期間　４月１日から平成１３年３
月３１日
○選考方法　応募者多数の場合は、書
類選考
○応募方法　２月１８日までに市販の履
歴書（写真添付）に必要事項を記入
の上、本人が担当へ持参
担当　　　　　　　　　　学校教育課
　�０４６（２５２）８７４９・FAX０４６（２５２）４３１１ 
◆予防接種臨時補助員
○募集人員　１５人程度
○応募資格　看護婦（士）、准看護婦
（士）の資格を持つ５５歳未満の方
○業務内容　結核予防接種の準備、補
助、整理など
○勤務期間　４月１７日～７月１２日
○勤務時間　午後１時～３時
○勤務場所　市内小・中学校など日に
よって変更あり（現地集合・解散）
○賃　金　１勤務４３１０円を予定
○応募方法　２月１８日までに市販の履
歴書（写真添付）に必要事項を記入
の上、本人が担当へ持参
担当　　　　　　　　　　学校教育課
　�０４６（２５２）８７４９・FAX０４６（２５２）４３１１ 
◆障害児介助員
○募集人員　若干名
○応募資格　教育に関心のある健康な
方
○業務内容　障害児の世話や移動の介
助および安全の確保などの学級担任
の補助
○採用日　４月１日～
○勤務場所　市内小・中学校
○勤務時間　月曜～金曜日、第１・第３
土曜日の午前８時３０分～午後２時４５
分（土曜日は午後０時１５分まで）
○面接日　２月８日・９日
○応募方法　２月７日までに市販の履
歴書（写真添付）に必要事項を記入
の上、本人が担当へ持参
担当　　　　　　市教育委員会指導室
　�０４６（２５２）８７３２・FAX０４６（２５２）４３１１ 
◆正・准看護婦（士）
○募集人員　若干名
○業務内容　訪問入浴サ－ビスの介助
○勤務時間　月曜～金曜日までの午前
８時３０分～午後３時３０分（週２～３
日でも可）
○賃　金　時給１２００円～１５００円
○応募方法　市販の履歴書（写真添付）
に必要事項を記入の上、本人が担当
へ持参
担当　　　　　　　市社会福祉協議会
　�０４６（２５１）４１１７・FAX０４６（２５１）４１１９ 

北地区文化センター
�０４２（７４７）３３６１　�０４２（７４７）８５４２

市　公　民　館
�０４６（２５５）３１３１　�０４６（２５２）２７７６

東地区文化センター
�０４６（２５３）０７８１　�０４６（２５３）０７８９

市立図書館
ひまわり号巡回日程

２月に納めるのは

市　民　体　育　館
�０４６（２５５）００７７　�０４６（２５５）１１８８

◆消費生活モニタ－
○募集人員　１０人
○応募資格　市内在住の２０歳以上で、
日常、食品などの買い物をされてい
る方
○内　容　各種研修会や講座などへの
出席（年６回程度）および指定商品
の価格調査、消費生活に関する意見
の提出ほか
○任　期　４月１日から平成１３年３月
３１日
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年　

月
生
ま
れ

１１

１０

　

市
で
は
、
指
定
相
談
医
を
定
め
、
無
料
で
健
康
診
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
個
人
通
知
を
し
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
医
療
機
関
へ
電
話
連
絡
の
上
、
母
子
健
康
手
帳

を
お
持
ち
に
な
り
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
内
科
▽
と
こ
ろ
＝
指
定
医
療
機
関
▽
対
象
＝
平
成　

年
７

１０

月
生
ま
れ
◆
歯
科
▽
と
き
＝
２
月
９
日（
水
）、　

日（
水
）い

１６

ず
れ
も
午
前
９
時　

分
〜　

時　

分
▽
と
こ
ろ
＝
市
民
健
康

３０

１０

３０

セ
ン
タ
ー
▽
対
象
＝
平
成　

年
６
月
生
ま
れ

１０

▽
と
き
＝
２
月
８
日（
火
）午
後
１
時
〜
２
時
▽
と
こ
ろ
＝
市

民
健
康
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
＝
平
成
８
年
８
月
生
ま
れ
▽
持
ち

物
＝
母
子
健
康
手
帳

保
健
福
祉
事
務
所
か
ら
の
　�

�

お
知
ら
せ�

　

こ
の
制
度
は
、
三
歳
未
満
の
お

子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
方
に
手

当
を
支
給
す
る
も
の
で
、
生
活
の

安
定
と
児
童
の
健
全
な
育
成
な
ど

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

支
給
額
は
、
第
一
子
お
よ
び
第

二
子
が
月
額
五
千
円
、
第
三
子
以

降
が
月
額
一
万
円
で
す
。
申
請
日

の
翌
月
分
か
ら
三
歳
の
誕
生
月
分

ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
申
請
者

に
は
所
得
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
担
当
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

担
当　
　
　
　
　
　
　
　

児
童
課

�
０
４
６（
２
５
２
）７
２
０
１

�
０
４
６（
２
５
２
）７
０
４
３

と　

き

２
月
７
日 （
月
）

２
月　

日 （
月
）

２１

２
月　

日 （
火
）

２２

と　

こ　

ろ

ひ
ば
り
が
丘
・
小
松
原
児
童
館

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

東
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー

母
親
父
親

教
室

育
児
相
談

▽
と
こ
ろ
＝
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
▽
講
師
＝
歯
科
衛
生
士
、

栄
養
士
、
保
健
婦
▽
対
象
＝
初
め
て
出
産
す
る
方
で
妊
娠　
１６

週
以
降
の
方
と
そ
の
夫
▽
受
講
料
＝
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
）
▽
持
ち
物
＝
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
▽
申
込
方
法

＝
３
月
２
日（
木
）ま
で
に
電
話
で
担
当
へ

▽
受
付
時
間
＝
午
前
９
時　

分
〜　

時　

分
▽
内
容
＝
身
体

３０

１０

３０

測
定
と
食
事
・
発
育
状
態
・
し
つ
け
に
つ
い
て
の
相
談
▽
持

ち
物
＝
母
子
健
康
手
帳
▽
申
込
方
法
＝
直
接
会
場
へ

と　
　

き

２
月　

日 （
金
）

１８

２
月　

日 （
金
）

２５

と　
　

こ　
　

ろ

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

市
公
民
館　
　
　
　

内　

容

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

Ｂ
Ｃ
Ｇ

と　
　

き

２
月
７
日 （
月
）

２
月
９
日 （
水
）

対　
　

象

　

月
１
日
〜

１０
　

日
生
ま
れ

１５

�夜間・深夜診療
　消防テレホンサービス�０４６（２５１）０１１９で医療機関を紹介します。

消防署　�０４６（２５６）２２１１
　　　　�０４６（２５１）５２６３（障害者の方用）

　　　　　　　　 市役所　�０４６（２５５）１１１１（午後１０時まで）
※当番医が変更される場合もありますので、必ず電話で診療時間も
含めて確認してください。

診　療�救　急�

問い合わせ先

と　
　

き

３
月
３
日 （
金
）

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

３
月
６
日 （
月
）

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

３
月　

日 （
土
）

１１

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

３
月　

日 （
木
）

１６

午
後
２
時
〜
４
時

３
月　

日 （
土
）

１８

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

内　
　

容

自
己
紹
介
、
妊
婦
体
操
、

妊
娠
中
の
過
ご
し
方　

妊
娠
中
の
歯
の
衛
生
、

赤
ち
ゃ
ん
の
衣
類

疑
似
体
験
、
先
輩
マ
マ

に
聞
く
「
子
育
て
」

妊
娠
中
の
栄
養

赤
ち
ゃ
ん
の
も
く
浴
、

こ
れ
か
ら
に
向
け
て

○
対　

象　

応
募
時
に
１
歳
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん

○
掲
載
号　

３
月
・
４
月
・
５
月

○
応
募
方
法　

カ
ラ
ー
写
真
の
裏
に
、
保
護
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、

赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
生
年
月
日
・
性
別
を
明
記
し
て
〒
２
２
８

－

８
５
６
６
市
役
所
市
民
情
報
課
あ
て
郵
送
ま
た
は
持
参

○
申
込
期
限　

２
月　

日（
木
）（
当
日
消
印
有
効
）

１０

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
、
掲
載
が
決
定
し
た
方
に
は
連
絡
し
ま

す
。
な
お
、
応
募
い
た
だ
い
た
写
真
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

こ
ん
に
ち
は�

赤�

ち
ゃ
ん�

写
真
掲
載
希
望
者
を
募
集

 本  田 　沙   妃
ほん だ さ

   ちゃん
き

Ｈ１１．６．２０生まれ　女
南栗原３丁目

 館  野 　 雅 博   ちゃん
たて の まさ ひろ

Ｈ１０．１２．７生まれ　男
東原３丁目

 北 井   
きた い

 萌 々   香
も も

   ちゃん
か

Ｈ１１．７．３生まれ　女
入谷５丁目

　

大
和
斎
場
で
は
、
三
月
ま
で
友

引
前
日
の
通
夜
お
よ
び
友
引
日
の

火
葬
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼�

ペット�
マナー�

　

市
な
ど
に
は
、
ペ
ッ
ト
に
関
す

る
苦
情
が
依
然
と
し
て
数
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
苦

情
は
、犬
猫
の
フ
ン
の
放
置
・
放
し

飼
い
・
捨
て
猫
な
ど
、一
部
の
心
な

い
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
の

欠
如
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
方
や
こ

れ
か
ら
飼
お
う
と
す
る
方
は
、

ペ
ッ
ト
の
本
能
や
習
性
を
十
分
に

理
解
し
、
適
正
に
飼
育
し
ま
し
ょ

う
。
特
に
次
の
マ
ナ
ー
を
必
ず
守

り
、
快
適
で
住
み
良
い
環
境
づ
く

り
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き
は
引
き

綱
を
付
け
、
必
ず
フ
ン
の
始
末

を
す
る

○
犬
の
放
し
飼
い
は
し
な
い

○
犬
の
鑑
札
は
必
ず
付
け
る

★
犬
の
登
録
／
死
亡
、
狂
犬
病
注

射
、
飼
い
主
の
変
更
な
ど
は

　

厚
木
保
健
福
祉
事
務
所

�
０
４
６（
２
２
４
）１
１
１
１

★
犬
の
捕
獲
、
飼
育
の
相
談
な
ど

は

　

動
物
保
護
セ
ン
タ
ー

�
０
４
６
３（　

）３
４
１
１

５８

児
童
手
当
制
度

？
ご
存
じ
で
す
か

（
敬
称
略
）

◇
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▽
ベ
ッ
ド
、
マ
ッ
ト
レ
ス
、
車
い

す
＝
緑
ケ
丘
・
児
玉
▽
車
い
す
＝

ひ
ば
り
が
丘
・
山
田
直
人
▽
米
十

五
キ
ロ
＝
入
谷
歯
科
医
院
▽
布
団

三
枚
＝
立
野
台
・
匿
名
▽
腰
ひ
も

二
十
本
、
お
手
玉
二
十
七
個
、
お
手

ふ
き
十
五
枚
＝
海
老
名
市
・
宮
代
春

江
▽
三
万
八
千
七
百
五
十
円
＝
相

模
が
丘
・
嶋
ひ
さ
お
▽
一
万
円
＝

　

ふ
じ
生
花
店
海
老
名
駅
前
店

（株）

善
意
の
と
も
し
び

診�

査�

健�

康�
問 い 合
わ せ 先

市
民
健
康
課

�
０
４
６（
２
５
２
）７
２
２
５

�
０
４
６（
２
５
２
）７
２
１
３

�
０
４
６（
２
５
２
）７
０
４
３

　

ま
た
、
当
施
設
で
の
通
夜
の
お

清
め
は
、
読
経
終
了
後
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉
大
和
斎
場

�
０
４
６（
２
６
４
）５
５
６
６

大
和
斎
場
か
ら
の

お
知
ら
せ

電　話所在地医　院　名診療月日

外科系

０４６ （２５６） １１７７入谷井上外科整形外科２月６日

０４６ （２５４） ３２２１相武台相武台外科胃腸科医院２月１１日

０４６ （２５８） ２７２８相武台相武台脳神経外科２月１３日

婦人科系

０４６（２５５）３５４１入谷金子産婦人科２月６日

０４６（２５３）３５１１相武台シロタ産婦人科２月１１日

０４６（２５２）０６２５さがみ野原産婦人科医院２月１３日

耳鼻科系

０４２ （７５６） ９０００相模原市相模大野相模原南メヂカルセンター２月６日

０４６ （２２２） １２５９厚木市厚木町厚木市休日夜間急患診療所２月１１日

０４２ （７５６） ９０００相模原市相模大野相模原南メヂカルセンター２月１３日

◆外科・婦人科・耳鼻科系（昼間）
診療時間　午前９時～正午、午後２時～５時

�休日診療
◆診療場所　　休日急患センター（市民健康センター１階）
◆内科系・小児科系　問い合わせ先　�０４６（２５２）９０９０
　受付時間　　午 前９時～１１時４５分、午後２時～４時４５分、

午後７時～９時４５分
◆歯科系　　　　　　問い合わせ先　�０４６（２５２）８２１７
　受付時間　　午前９時～１１時４５分、午後２時～４時３０分
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